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　　　　「虹の国」へ
～南アフリカ共和国を訪れて～
米山周作
　世界中から強い非難を浴びながらも，半世紀に渡って人種隔離政策（以下，アパルトヘ
イト）を強硬に推し進めた南アフリカ．1980年代後半からなし崩し的にアパルトヘイト
は終わりを迎え，1994年，全人種参加の初の総選挙をもって新生南アフリカが誕生した．
28年間の獄中生活を経て大統領となったネルソン・マンデラ氏は，その就任演説で，多
人種・多民族・多文化の平和的共存を目指すこの新生民主国家を，「虹の国」と表現した．
それから13年が経過している．
　現在の南アフリカは，アフリカ大陸サハラ以南47力国のGDP全体の4割を占めており，
天然資源にも恵まれ，金，プラチナ，ダイヤモンドの産出国として世界市場で大きなシェ
アを誇っている．高層ビルが整然と建ち並ぶ経済都市ヨハネスブルグ，マリンスポーッの
メッカとしてサーファーが世界中から集まるダーバン，南アフリカ発祥の地で欧風建築の
美しいケープタウン．国際空港もあるこうした街では観光客も多く，ステレオタイプ的な
いわゆるアフリカのイメージとは程遠い．2010年にはサッカーのW杯開催も決定してお
り，南アフリカは今後一層，華やかにその存在を世界にアピールしていくことだろう．
南ア最大の経済都市ヨハネスプルグ　　マリン・リゾートのダーバン 南ア発祥の歴史の街ケープタウン
　しかし，これが現在の南アフリカであると言い切ることはできない．1652年，オラン
ダ商人が現在のケープタウンに上陸し，その後オランダとイギリスがこの地を巡って数世
紀に渡って争い，1910年に誕生したイギリス領南アフリカ連邦，1961年にイギリスから
独立した南アフリカ共和国を経て，1994年に新生南アフリカとして生まれ変わるまで，
「黒人」は常に被征服者だった．350年以上続いたこの歴史が，わずか13年で大きく変わ
るとは考えにくい．多人種・多民族・多文化が平和的に共存する「虹の国」というレトリッ
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クは確かに美しいが，レトリック通りに美しく国が発展していると考えるのはあまりに安
易だろう．
　筆者は学習院国際交流基金より研修費を受け，平成18年8月4日（金）から8月22日
（火）まで南アフリカ共和国（以下，南ア）を訪れた．アパルトヘイト時代は白人と黒人
の「住み分け」があったわけだが，前述の3都市近郊の旧黒人居住区（以下，タウンシッ
プ）を回り，ホームステイ等を通して現在そこに暮らす黒人の生活を体験した．また，タ
ウンシップの幼稚園から高校までの学校を複数訪問し，黒人の初等中等教育の実態や，タ
ウンシップの環境保全や教育支援を行っている国内外のNGO（非政府組織）活動を視察
する機会にも恵まれた．本稿の第1部では，南アフリカの概要について簡潔に説明を行い，
第2部では筆者の現地での経験を紹介し，第3部では現在の南アから今後の南アについて
考察したい。
第1部南アフリカ概要
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南アフリカ簡易年表
1652
1795
1899
1910
1948
1961
1991
1994
1996
1999
2004
オランダ人の入植開始
イギリスがケープを支配
ボーア戦争
南アフリカ連邦　成立
国民党がアパルトヘイト政策推進
南アフリカがイギリスから独立
アパルトヘイト関連法　完全撤廃
初の総選挙　マンデラ大統領誕生
憲法の成立
第2回総選挙　ムベキ大統領誕生
第3回総選挙　第2次ムベキ政権
　17世紀初頭，イギリスとオランダは競って東方貿易を展開しており，スエズ運河のな
かった当時，アフリカ大陸を迂回する航路が利用されていた．1652年，オランダ東イン
ド会社の商人ヤン・ファン・リーベックがアフリカ大陸最南端のケープに上陸し，その地
を船員達の休息や船の燃料補給のための基地とした．その後オランダからの移住が始まり，
ケープは植民地としてその領土を次第に東方へと拡大していった．入植者と先住民族コイ
コイ人とは当初は友好的に共存していたが，後に入植者がコイコイ人から家畜や土地を奪
うようになり，主従関係が出来上がっていった．また植民地建設にあたっては，アジア諸
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国からも多数の奴隷が連れられてきており，現在の複雑な人種構成の一因になっている．
　1795年，イギリスがオランダからケープ植民地の支配権を奪い，東方の先住民族コサ
人との戦いを通してさらに領土を拡大する．イギリスの失業対策として本国から大量の移
民が送られ，現在の東ケープ州にイースト・ロンドン，ポート・エリザベス，キング・ウィ
リアムズ・タウンといったイギリス風の名の街が築かれる．イギリス人が東方に進出して
いくのに伴い，初期のオランダ移民は内陸へと移動する．この集団移動はグレート・トレッ
クと呼ばれ，20世紀のアパルトヘイトへと繋がる大きな歴史的意義を持つ．当時のオラ
ンダの没落や地理的要因もあって本国と断絶状態にあったオランダ移民は，この集団移動
やその過程にあるズールー人との戦い等を通して，独自のアイデンティティーを形成して
いく．後に自分達をアフリカーナーと名乗り，「約束された土地を与えられた選ばれた民」
とする，アパルトヘイトを正当化する1つの思想が生まれることになる．
　オランダ移民（以下，アフリカーナー）はグレート・トレックを経て，1852年，現在
のハウテン州（ヨハネスブルグ周辺）にトランスバール共和国を，1854年には現在のブ
リー・ステート州（ブルームフォンテン周辺）にオレンジ自由国を建国し，イギリスから
も主権国家としての承認を受ける．その後，1867年にオレンジ自由国の国境付近でダイ
ヤモンドが発見され，続いて1886年にはトランスバール共和国で巨大な金脈が発見され
ることで，歴史が大きく変わる．当時，世界の覇者としてのイギリスの地位はドイツやア
メリカに脅かされており，また1869年のスエズ運河開通によって，東方貿易中継基地と
してのケープ植民地の意義も薄れていた．金やダイヤモンドに経済機会を見出したイギリ
スは，ズールー人を支配下に入れ，1899年にトランスバール共和国とオレンジ自由国に
侵攻し，ボーア戦争を引き起こす．1902年にイギリスの勝利に終わり，1910年にイギリ
ス人とアフリカーナーの連合国家として南アフリカ連邦が誕生，現在の国境線が確定する
のである．
　この時期には，アフリカーナーの問で，オランダ語に英語や土着のアフリカン言語等が
融合したアフリカーンス語が確立されており，1925年に英語と並ぶ公用語がオランダ語
からアフリカーンス語に変わる．アフリカーナーは自分達の中に強い民族意識を抱くよう
になり，1948年の総選挙でアフリカーナー民族主義者を基盤とする国民党（以下，NP）
が政権に就くと，白人を頂点とする徹底した人種政策を推進していくことになるのである．
1・2　アパルトヘイト
　17世紀半ばに遠くオランダからやって来て，本国との関係が薄れるなか先住民族やイ
ギリスとの戦いを繰り返し，独自の文化や言語の発展を通してアイデンティティーを確立
し，3世紀を経てやっと自治権を得た．アフリカーナーのこうした苦難の歴史は選民思想
を生み出した．ナチズムとの近親性もあり，アフリカーナー民族主義者の最右翼はヒトラー
を公然と讃えていたという．また，総人口のわずか10％に過ぎない白人にとって，80％を
占める土着の黒人の存在は脅威でもあり，いつか自分たちは黒人に追い出されるのではな
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いかという強迫観念もあった．帰るべく国を持たないアフリカーナーは，自分達を守る必
要性を絶対的に感じていた．こうした背景のもとでアパルトヘイトが生まれる．
　1950年の人口登録法で，全人種が白人，カラード，インド人，黒人に分類され，白人
を頂点とする人種別ピラミッドが創られると，その後次々とアパルトヘイト法案が成立し
ていく．以下は代表的なものだが，こうしたアパルトヘイト関連法だけで300を越す．
集団地域法 都市近郊の痩せた土地に黒人を強制移住
雑婚禁止法 異人種間の結婚を禁止
共産主義弾圧法 反体制運動に関わるものは全て逮捕
隔離施設留保法 公共施設を人種別に設置
パス法 黒人に身分証明書を携行させ，移動を厳格に管理
ホームランド法 国土の且4％の土地を4つの「黒人独立国家」として承認
i国際社会で「国」として承認したのは南アのみ）
　1960年，パス法に抗議する黒人の虐殺が行われたシャープビル事件をきっかけに，国
際社会は南ア政府に対して圧力をかけるようになる．1960年代から70年代にかけて，ア
フリカ諸国が次々と独立を果たし，米国ではキング牧師による公民権運動が大きく報じら
れ，解放，人権，平等といった意識が世界的に根付こうとするなか，南アでは時代を逆行
するかのように黒人の締め付けを一層強めていく．1980年代後半，経済制裁や外資系企
業の投資引き揚げによってアパルトヘイト推進のための資金調達が困難になり，また国内
の反アパルトヘイト勢力が国際社会を味方に力をつけていくなか，NP政府は完全に孤立
する．1989年，強硬派だった当時のボタ大統領が辞任に追い込まれると，後任のデクラー
ク大統領は次々とアパルトヘイト関連法を廃止する．マンデラ氏ら，投獄していた政治犯
も段階的に釈放し，アパルトヘイトは徐々に終わっていくのである．
　1990年から1994年の総選挙までの4年間は，新生国家に向けての準備期間だった．国
外に亡命していた活動家は次々に帰還し，人種間の和解も進んだ．アパルトヘイトを推進
していたアフリカーナー基盤のNP，黒人の解放を訴えてアパルトヘイトに徹底抗戦して
いたアフリカ民族会議（以下，ANC），そしてズールー王国の復活を目指すズールー族基
盤のインカタ自由党（IFP）等，政党間の流血の争いも見られたが，1994年4月27日，
初の全人種参加の総選挙は決行された．比例代表の投票形式で，読み書きのできない人々
のために政党名のほか，政党のシンボルや党首の顔写真も投票用紙には印刷されていた．
62％の投票数を得たANCが第一党に選ばれ，党首のマンデラ氏が史上初の黒人大統領に，
同じANCのムベキ氏が第一副大統領に，そしてアパルトヘイトを実質的に廃止したNP
のデクラーク氏が第2副大統領に就任し，新時代の幕開けとなった．
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1・3　政治・経済・社会
　1999年の第2回総選挙でムベキ氏が大統領となり，2004年の第3回総選挙を経て，現
在は第2次ムベキ政権となっている．ANCが政権に就いてから13年が経過しており，ア
パルトヘイト時代の負の遺産の解消に向けて様々な取り組みがなされている．ANCは選
挙前から復興開発計画（RDP）を政策指針として示し，貧困地域の住宅建設，電化・上下
水道の整備，医療サービスの拡充，土地の再分配，初等教育の充実，雇用創出を目指した．
特に雇用面において，十分な教育を受けてこなかった黒人は白人と比べて絶対的に不利で
あり，黒人雇用の優遇政策や黒人ビジネスの強化政策（BEE）を打ち出している．また
1996年には，デズモンド・ッツ司教を委員長とする「真実和解委員会」が組織され，ア
パルトヘイト時代の人権侵害や政治抑圧の真相を究明し，被害者には補償等も行っている．
同年に新憲法も施行され，人種のみならず，ジェンダー，妊娠・婚姻上の地位，年齢，障
害，宗教，信念，出生，性的嗜好，言語等のあらゆる差別が明確に禁止されている．
　アパルトヘイト時代の経済制裁下ではマイナス成長を続けていた南ア経済も，1992年
からはプラスに転じ，2001年以降2～3％台だった経済成長率は，2005年には4．9％にまで
上昇している．政府は金融・貿易の自由化，諸規制の撤廃を掲げ，自由化を柱にした経済
政策を進めてきた．現在では医療福祉，中小企業振興等への財政支出も増加させている．
また，対外貿易において豊かな鉱物資源が着実に外貨を獲得する一方で，海外の大手自動
車メーカーの南ア進出や，金融保険業等の第三次産業の成長もあり，現在はアフリカ大陸
随一の経済大国となっている．2007年のハイリゲンダム・サミット（ドイツ）では，中
国，インド，ブラジル，メキシコそして南アを新興5ヶ国として，閣僚級の定期協議の創
設をうたっている，南アの経済発展にG8首脳も注目している表れと言えよう．
　新生南アの政治，経済は，こうした政策や数値を見る限りは順調な船出とも言えるが，
実際の庶民の生活に視点を下ろすと必ずしも楽観できるものではない．13年間与党とし
て新生南アの舵取りをしてきたANCだが，筆者が滞在中に直接耳にした現地の評価は手
厳しい．政治犯として囚われていたマンデラ氏らが1990年に釈放されると，海外に亡命
していたANCの活動家は次々と帰国し，国内に潜んでいたものも表舞台に出て来たわけ
だが，1994年にANCが政権に就くと，政界の重要ポストはほとんどこうした「戦友」に
よって占められた．その後，中央政府から州政府やビジネス界に転じたものも含めると，
現在の「戦友ネットワーク」は広域に及ぶ．それに伴って癒着や汚職の問題が深刻化して
いるのである．後述するが，筆者が訪問したタウンシップのある学校では，「政界や財界
に血縁者がいないとその世界には入れない！社会的出世もない！日本にもこのようなこと
はあるのか？」と怒りを剥き出しにして訴えてきた女子高校生が印象的だった．南ア検察
には，身分を隠して政府組織に入り，汚職捜査にあたる特別捜査官チームがあり，これま
で数々の汚職を摘発している．副大統領職にあったズマ氏が女性への強姦容疑で解任され
ているのを始め（2006年に無罪が確定），閣僚による特定企業への利益誘導，地方行政官
の地域住民からの収賄，警察と麻薬組織の関係等，国のトップから地方の末端公務員まで，
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政治腐敗は広く深く南ア国内に浸透していると言われる．
　筆者が訪れたヨハネスブルグ近郊のデベトンというタウンシップでは，同じ歩道にアス
ファルトで舗装された部分と土が剥き出しになっている部分とが奇妙なかたちで混在して
いた．このような不自然な歩道は，ANCが1994年の総選挙前に歩道の舗装を手掛け始め，
タウンシップの環境改善を住民にアピールしていたが，選挙に勝つとこの工事は中断され，
その後そのままになっていると言う．結局は選挙に向けたパフォーマンスだったと地元で
は捉えられているようだ．
　しかしながら，3回の総選挙でANCは確実に得票率を上げているという事実もある．
タウンシップに住む人々にANCについて聞くと，概ね次のような意見である．「ANCに
不満はあるが，だからと言ってそれに代わる党も今はない．今はANCを信じるしかない」，
「ANCを支持する．　ANCはよくやっている．批判は確かに多いが，新生南アはまだ12年
なのでまだまだ時間はかかる」．筆者を案内してくれた写真家のビクター・マトム氏は，
アパルトヘイト時代からずっとタウンシップを撮り続けている．“We　have　to　be　patient．　lt’s
only　12　years”と繰り返す彼の言葉には重みがある．
1・4　格差・治安・頭脳流出
　民主化後，黒人の雇用が劇的に促進され，白人と黒人の所得格差が狭まったわけでは当
然ない．むしろ，民主主義に伴う資本主義や競争原理によってその格差は拡大している．
前述の通り，南アは目覚しい経済発展を遂げているが，2005年の所得格差を表すジニ係
数は世界一である．富裕層上位20％の総所得が，最貧層下位20％の35倍という開きであ
る．日本でも小泉元首相の負の遺産として「格差社会」という言葉がとり立たされるよう
になったが，日本での開きは5倍である．数字上は日本の格差の比ではない．2005年の
失業率は26．7％で，そのほとんどが黒人である．
　アパルトヘイト撤廃とともに，規制されていた黒人の移動は自由化され，職のないタウ
ンシップの黒人は職を求めて一斉に都市に流入してきた．しかし押し寄せてきた黒人を十
分に賄うだけの雇用が都市部にあるわけではなく，ましてや，それまで十分な教育を受け
ておらず，読み書き計算もままならない黒人が，大学まで出た新卒白人と同じスタートラ
インで就職活動をできるはずもない．政府は黒人の雇用促進や所得向上を後押ししてはい
るが，今後も継続的な取り組みが必要と言えよう．
　ヨハネスブルグの北部には，白人の多く住むサントンという街があるが，ここでは高級
車が走り，外国資本の巨大高層ホテルや国際会議場，そしてプールやバスケットボール・
コート付きの大豪邸が建ち並ぶ．2002年に史上最大規模の国際会議i，ヨハネスブルグ・
サミットが開催され，小泉元首相を始めとする500人の日本政府代表団も滞在した街であ
る．きらびやかな巨大ショッピング・センターにものが溢れるこの街から，車で1時間と
走らずに，住民がゴミ山から食糧や物資を探して何とか生き延びようとしているタウンシッ
プも存在する．後述するが，筆者がホームステイをしたヨハネスブルグ南西部のタウンシッ
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プ，ソウェトは，東京の山の手線内の広さに匹敵し，300万といわれる人口の60％は失業
者だと言われている．しかしこのソウェト内でも，ゴミが散乱し，水道や電気のない廃材
でできた小屋が無造作に点在する地域がある一方で，高級車の停まる豪邸が建ち並び，日
本の新興住宅街を思わせる美しい街区もある．1キロ置きに都市資本の大きなショッピン
グ・センターが進出している地域もある．白人と黒人のみならず，黒人間の格差も一層拡
大しているのである．
　こうした社会状況と連動しているのが，高い犯罪率である．職や収入がなくても，生活
はしていかなければならず，家族も養わなければならない．手っ取り早く現金を手に入れ
る方法が強盗で，貧しいものが裕福なものを襲うのである．何が何でも生き延びようとす
る人達の犯罪を，法律だけで抑制するのは難しいということだろう．2004年の数字だが，
殺人の認知件数は1万8793件と日本の36倍．毎日51件の殺人が起きている計算になる．
2006年のATMの襲撃件数は53件，2007年1月の最初の2週間だけで既に6件である．
女性は売春で稼ぐこともあり，金がなく未来にも絶望感をもつ男性は強姦に及ぶこともあ
る．2004年の強姦の認知件数は日本の69倍．これが南アの高いHIV感染率の原因とも
なっている．
　筆者が訪問の際に繰り返し関係者から言われたことは，徒歩での外出や公共交通機関の
利用は厳禁で，車での移動でも信号待ちの際にはカー・ジャックに十分留意するように，
というものだった．かつては黒人が白人を襲うという構図だったものが，現在は貧しい黒
人が裕福な黒人を襲うという構図もある．外国人，ましてや旅行者は恰好のターゲットに
なろう．
　この地の人々は常にこうした緊張感の中で暮らしているわけだが，犯罪の増加に伴い，
新たに頭脳流出の問題も深刻化している．民主化以前の南アは，ヨーロッパや他のアフリ
カ諸国からの白人や，ホームランド法によって「建国」された国内4つの「独立国家」へ
移入する黒人で，概ね移入者が移出者を上回っていた．1994年の総選挙を機にこれは逆
転し，移出者が移入者を上回り，その差はゆっくりと拡大している．移出者のほとんどは
白人で，その中には医師，弁護士，技術者といったいわゆる「知的職業者」も多く含まれ
ている．特に医師の流出は深刻で，毎年，南ア医学部の新卒医師のうち3分の1以上が国
外に出るという調査結果もある．南アの医療技術の高さは世界的評価を得ており，南ア医
師がヨーロッパや中東から高給でスカウトされることも多いという．エイズも蔓延する今
の南アから，国内の財源で育てられた医師が流失するということは，南アにとっては損失
以上の死活問題と言えよう．「グローバリゼーション」の進展とともに，より良い労働条
件や生活環境を求めて人が移動することはいわば世界的な現象だが，南アからの頭脳流出
はアパルトヘイト後の社会問題でもある．「死に瀕する母国の患者を見捨てて，申し訳な
いという心の葛藤はあるが，南アでは犯罪が横行している．息子の将来を考えると，祖国
には帰れない．」南アのエイズ専門医から，オランダに病院勤務医として移住したある医
師の言葉である，
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1・5　HIV
　南アの総人口4700万のうち，HIV感染者数は550万人と言われる．一国の感染者数と
してはインドに次いで第2位で，全世界の感染者数の10％を占める．南アではエイズに
よる死亡者の急増で，平均寿命が急激に低下している．1990年に64歳だった平均寿命は
2006年には51歳となり，16年間で13年下がっている．2006年に新たに報告されたHIV
感染者数は，15歳から24歳の女性を中心に16万人．現在の15歳の56％が，60歳を迎
える前に亡くなるという予測もある．
　貧困がゆえの売春や，多発する強姦が主な原因となっている．ひとたび感染すれば，た
だでさえ貧しい中で治療に回す金額が増え，一般消費財への購買力は落ちるので，感染者
が増えればそれだけ南ア経済が打撃を受け，雇用も減るという図式がある．また，感染経
路のほとんどが性交渉なので，感染者の多くが乳幼児の親にあたる年齢にあり，母子感染
によってさらに感染者が増加したり，親をエイズで失った孤児がストリート・チルドレン
になったりする例も多い．これが社会不安や治安悪化を招くという図式もある．
　現在は，エイズに感染していても，抗レトロウイルス薬（ARV）によって発症を抑制
することが可能になってきているが，非常に高額なため，富裕層にしか手が届かない．富
めるものは薬によって生き延びることができるが，貧しいものは死ぬのである．
　政府が拡散防止対策として期待するのが教育である．感染予防を目的とする性教育だけ
でなく，総人口の12％が感染者である現状では，感染者に対する偏見や差別を生まない
教育も重要である．筆者が訪れた小学校では，“Take　yOur　partner　to　the　nearest　clinic／b7
check　up”，“My　friend　with　AIDS　is　still　my　best　friend’といったメッセージが，エイズ撲滅
のシンボルである赤いリボンとともに壁画として描かれていた．ある小学校では，女子児
童が一夫多妻制の家に嫁ぐために退学したという話があったが，こうした文化そのものも
HIV拡散に繋がること
もあるのだろう．また，
南アの集落によっては，
医学よりもサンゴーマと
呼ばれる呪術師の言葉を
重んじる文化もあり，避
妊自体を悪と考え，避妊
具の使用による感染予防
が受け入れられない地域
もあるようだ． ソウェトの養護学校の壁画 デベトンの小学校の壁画
1・6　多人種・多民族・多文化
　マンデラ大統領が「虹の国」と称した南アの多様性だが，その彩りは7では利かない．
人種構成は大雑把に分けて，黒人77％，白人9．5％，カラード9％，インド系3％だが，黒
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人と一言で言っても，17世紀のオランダ白人の入植以前からいたコイ族，サン族，現在
のハウテン州を中心とするソト族，クワズールー・ナタール州のズールー族，西ケープ州
のコサ族を始め，ッォンガ族，ベンダ族，ンデベレ族等がおり，白人にもオランダ系とイ
ギリス系がいる．ケープ植民地の建設にあたり奴隷としてインドネシアやマレーシアから
連れてこられたマレー人，19世紀後半に現在のクワズールー・ナタール州に砂糖プラン
テーション労働者として入植が続いたインド人，さらにこうした人種や民族を超えた婚姻
関係から生まれるカラード．21世紀初頭のここ数年では中国人も大量に流入している．
それぞれが独自の言語を持っており，キリスト教，ヒンズー教，イスラム教，そしてサン
ゴーマに見られる伝統的アフリカ信仰もある．ここまでの多様さが1つの国家となり得る
のか．これは壮大な「実験」だとする見方もあるが，南アは必死にその可能性を世界に立
証しようとしているのである，
1・7　多言語政策
　そもそも英語教師である筆者が南アに関心を持ったのは，米国留学中に社会言語学に触
れ，南アほど言語がその国の運命を左右している国家はないと感じたからである．ここで
は特に言語を中心に南アを見ていきたい．
　アパルトヘイト政策推進の原動力になったものの1つに，アフリカーンス語の確立があ
る．17世紀のオランダ人の上陸後，オランダ語は前述の通り様々な言語と接することに
なる．ヨーロッパ言語に土着のアフリカン言語の影響も加わり，オランダ語は独自の変遷
を遂げる．1835年のグレート・トレックを機にオランダ系白人の間にアフリカーナーと
してのアイデンティティーが形成され始め，言語ナショナリズムも高まってくる．19世
紀末からアフリカーンス語書籍の出版も活発化し，1925年にはオランダ語に変わりアフ
リカーンス語が英語とともに公用語となる．アフリカーンス語の新聞が発刊され，1930
年代初頭には聖書のアフリカーンス語訳も完成する．そして1948年にアフリカーナーが
政権に就くと，それまでイギリス植民地下で英語に次ぐ第二公用語に甘んじていたアフリ
カーンス語を，司法，行政，政治，そして教育にその裾野を広げようとするのである．学
校現場にアフリカーンス語を強制し，ソウェトの黒人中学生，高校生が抗議デモを行い，
学生によるアパルトヘイト闘争が過激化するソウェト蜂起が起こったのが1976年，現在
は青年の日として祝日になっている6月16日である．
　白人にとって優秀な黒人が出てきては，自分達の社会的地位や経済的権益が脅かされる
という恐怖があり，また一方では総人口の8割を占める黒人の労働力は，自分達の既得権
を維持するためには絶対的に必要だった．白人は黒人の教育の質をあえて抑え，白人の指
示に忠実に従うことはできるが，自らは知識や技術を持たない労働力の大量生産を学校に
求めていた．黒人生徒一人に対する政府の教育支出は白人生徒の20分の1に抑えられ，
その結果，学校現場の実態は，狭く古い教室に生徒はすし詰めにされ，教材や教育設備は
不足し，教員資格やトレーニングも受けていない大量の教師が教壇に立つというものだっ
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た．また，初等教育における教授言語は母語（アフリカン言語）だったが，中等教育の教
授言語は英語とアフリカーンス語が50－50の割合に定められた．これにより，社会進出の
鍵となる英語による授業が制限されただけでなく，アフリカーンス語のままならない黒人
教師がアフリカーンス語で授業を行うことで，生徒の授業内容そのものの理解度が低下す
る結果となった．政府のこうした言語政策が引き金となり，これまでの教育環境に対する
中学生，高校生の不満が，定期試験の時期にソウェトでデモ行進というかたちで爆発する．
警官隊の発砲で13歳の少年が射殺されたのを機に，その後3ヶ月に渡って学生と警官隊
の闘争が続くことになる．700人近い学生が犠牲となり，反アパルトヘイト闘争が全国的
に加速するのである．
　1996年施行の新憲法では，言語がアパルトヘイト推進の道具として用いられた反省に
立ち，9のアフリカン言語に英語とアフリカーンス語を加えた11の言語を公用語として
定めている．言語間に優劣がつかないように，各公用語の平等な使用を監視し，言語によっ
て権利が侵害されたり，不当な扱いを受けたりした場合に異議を申し立てる機関として
「汎南アフリカ言語委員会」（PANSALB）が政府系機関として設けられた．政府刊行物は
llの言語全てに翻訳されており，国営放送（SABC）は同じニュースを代わる代わる別の
言語で放映する。言語によってアクセスできる情報量に差が出ないように徹底した注意が
払われているのである．
　しかし法や制度が整備されたからといって，その趣旨通りに社会が変わっていくもので
はない．4700万の総人口を第一言語人口数の割合で見ると，1位ズールー語22。9％，2
位コサ語17．9％，3位アフリカーンス語14。4％，4位ペディ語9．2％，そして5位に英語8．
6％だが，「グローバリゼーション」に伴う世界の英語優位の潮流は南アでも見られる．政
府機関や，世界市場を持つ都市部のビジネス界では英語が中心である．非英語圏の先進諸
国同様，英語習得は社会進出の鍵であり，南アでは貧困脱却の鍵でもある．出版物の部数
も，他の言語のものがどんどん絶版になっていく一方で，英語のものは急速に伸びている．
学校での授業は小学校2年生までは母語で行われるが，小学校3年生からは全て英語にな
る．現実には英語の単言語主義が急速に進んでいるのである．南アには公用語になってい
ないものも含めると25の言語があるといわれており，横断的な言語が1つ必要になって
くるのは当然だろう．こうした社会環境の中で育つ黒人の若者が，英語に過剰に期待し，
自らの言語の価値を軽視する風潮が以前は見られたとのことだったが，筆者が接した学生
の多くは，自らの言語を，アイデンティティーの拠りどころとして大切にしていきたいと
語っていたのには救われる．
　しかし，話者人口50万の言語と850万の言語を同等に保護，維持するということ自体
に疑問も出てきている．話者そのものが減少しているのにも関わらず，翻訳や通訳の費用
は常にかかり，また話者の減少は翻訳家や通訳者の減少をも意味し，こうした人材の育成
にまた費用がかかるという妙な循環も起こっている．タウンシップのインフラ整備も不十
分で，住民の多くが貧困であえぐなか，政府予算をどこまでこうした多言語維持のために
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割くべきなのか，議論を呼ぶところでもある．また学校現場では，小学校3年生以降，学
習内容を英語で学ぶので，英語が分からないがゆえに内容を理解できず，進級できずに中
途退学をする生徒も少なくない．文化遺産としての言語保護，少数話者の言語権の保障，
その一方での英語教育といった様々な観点を含む多言語政策だが，そのひずみは至るとこ
ろに見られる．
第2部南アフリカ滞在記
　平成18年8月4日（金）から8月22日（火）まで，16泊19日の行程で南アを訪れた．
かつては関西国際空港からヨハネスブルグへの直行便が飛んでいたが，利用者の減少から
2001年に運休となったため，筆者はシンガポール経由でヨハネスブルグに入った．東京
一シンガポール間が7時間，シンガポールーヨハネスブルグ間が10時間，合計17時間の
フライトである．時差は7時間．8月といえば日本では真夏だが，南半球の南アでは真冬
である．滞在スケジュールは本稿末に掲載の通りだが，ここでは日を追って，経験したこ
とで特に印象に残っていることを記していきたい．
2・1　ソウェト・ホームステイ（815～819）
　ソウェトについては第1部でも紹介したが，ヨハネスブルグから南西に車で30分のと
ころにある南ア最大のタウンシップである．ここで4泊5日のホームステイを行い，タウ
　　　　　　　　　　　　　　　　ンシップでの生活体験や住民との会話を通して，可能
「ソウェト希望の丘」
な限り現地の日常を知ることに努めた．このソウェト
滞在にあたっては，SOMOHO（Soweto　Mountain　of
Hope：「ソウェト希望の丘」）というNGOに多大なお
世話をいただいたので，この団体について簡単に紹介
したい．活動拠点であるシャウェロという地区には小
高い丘があり，そこには塔が立つ．この辺一帯は公園
になっており，緑が溢れ，人々が語らう広場がある．
子ども達は走り回って遊び，塔に登ればソウェトの街
並みを描く画家がいる．現在は非常に穏やかな美しい
丘だが，アパルトヘイト時代は不法のゴミ捨て場だったところである．給水塔だったこの
塔は飛び降り自殺に使われ，殺人や強盗が多発し，人の寄りつかない無法地帯だったそう
だ．アパルトヘイト終焉期の1990年に，SOMOHOの代表であるマンドラ氏が，若者達
とこの丘の清掃を始め，ゴミのリサイクルや植林を行い，10年以上に渡って環境改善に
努めた結果が現在の美しい姿である．その後SOMOHOは，芸術，スポーツ，ツーリズム
にも活動を広げ，現在はソウェトの文化発信の拠点にもなっている．2002年のヨハネス
ブルグ・サミットの際には，国連のアナン元事務総長ほか各国首脳部もこの丘を訪れ，環
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境保全，地域開発のモ
デルとしてSOMOHO
の活動を賞賛している．
また2006年9月には，
水俣病発生50年のイ
ベント参加のために水
俣市を訪れており，ま
さに世界に環境保全の
メッセージを発信する
民間団体である．在南
ア大使だった榎泰邦氏は，
ホームステイでお世話になったドゥベ家 飲み会で出会った若者達
　　　　　　　　　　　　南アにはマンデラ元大統領のような偉大な力を秘めた人材，
「ミニ・マンデラ」が無数にいると書いているが，穏やかな笑顔で筆者を歓迎し，理路整然
と自分達の活動について語るその姿は，まさに「ミニ・マンデラ」を感じさせるものだった．
　ホームステイ先として紹介してもらったのは，母子家庭のドゥベ家だった．23歳の息
子，19歳，14歳，8歳の娘に，母親という5人家族である．至れり尽くせりの歓待を受
け，2日目の夜には，23歳の息子が友人達との飲み会に連れていってくれたのだが，そ
こで出逢った若者達の教養と意識の高さには驚かされた．20代を中心とした若者7名だっ
たが，「日本と中国の関係は？」，「ブッシュについてどう思うか？」，「なぜ日本はアメリ
カと同盟を組むのか？」，「日本政府にも汚職はあるのか？」，「日本の教育レベルの高さの
秘訣は？」，「日本は人口が多いのに治安がいいのはなぜか？」等，とても即答できないよ
うな質問を矢継ぎ早にぶつけられた．彼らは想像していた以上に日本のことを知っており，
目は大きく世界に見開いていると感じた．
　4日間，付きっきりでガイドをしてくれたのが，40代前半と言っていたシドニーと，
22歳のマリペである．シドニーは，90年代前半に強盗で4年間服役していた過去を打ち
明けてくれたが，現在は民族人形の製作や，地域の緑化運動，清掃運動の中心人物として
忙しく活動している．マリペは学生時代にツーリズムを勉強していたというガイド見習い
で，「服が汚れるから芝生には座らない」，「母親が悲しむので酒，タバコはやらない」と
話す非常に真面目な青年である．
　現地の学校を訪れたいという希望があったので，SOMOHOには事前に学校訪問の手配
を頼んでいた．訪問したのは高校1校，小・中学校2校，養護学校1校，保育園1校であ
る．高校を訪問する前日に校長宅に挨拶に行ったのだが，非常に立派な豪邸で，リビング
には暖炉があり，絵画や民族人形がところ狭しと並べられていた．校長から，「日本の識
字率は？」，「日本では何ヶ国語が話されているのか？」といった質問を受け，返答すると，
「識字率が100％近いというのは信じられない」，「使用言語が1つというのは便利で，大
変羨ましい」と話していたが，そうした言葉が筆者にとっては逆に驚きだった．その日は
日曜日の夕方だったが，複数の男子生徒が問題を起こしたので，その日も学校に行ってい
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たという．1700人の全校生徒に対してトイレの数が極端に少なく，常に詰まって悪臭を
放っているとのこと．さらにそこが非行の温床にもなっており，前の週に薬物使用や女子
生徒への暴行が行われ，10人以上の生徒が退学処分になりそうだという．まさに社会の
縮図が学校にあった，翌日，実際にそのトイレを見たのだが，悪臭が漂い，非常に汚い．
近づきたくない場所である．教室はひとクラス60人～70人，1つの机を3，4人で囲み，
席が足りないので立って授業を受ける生徒もいるが，生徒達は大変明るく筆者を歓迎して
くれた．3つのクラスに参加したが，どこのクラスも座っていた生徒の一人が席を譲って
くれ，本人は立ってくれた．隣…になった生徒は授業中であるにも関わらず，ひっきりなし
に日本のことを聞いてくる．訪問した2校の小・中学校では，少々の時間をいただき，簡
単な日本の紹介授業を行った．低学年のクラスからは，「日本にもアパルトヘイトはある
のか？」，「日本人は何歳から空手を始めるのか？」といった質問や，高学年になると，
「日本の俳句を教えてほしい」，「日本の国家を歌ってほしい」といったリクエストも出た．
南アの教材はイギリスの影響を受けていることもあり，教科書に日本の俳句が紹介されて
いて興味を持ったという．外国人を見たことがない，ましてや学校に来たこともないとい
う地域で，子ども達だけでなく先生方も他のクラスから集まり，非常に熱心に話を聞いて
くれた．あるクラスでは，30分の授業予定が60分以上にまで延び，お礼にと南ア国歌の
大合唱と歓迎の踊りを披露してくれた．南ア国歌はズールー語1コサ語，ソト語，アフリ
カーンス語，英語からなる美しい旋律である．学校の先生方は大変熱心で，物資がないな
りに一生懸命に工夫を凝らして授業を行っていた．給料は大変安く，話をしてくれた40
代くらいの教師は，20年以上教師をやっていても，ソウェトを出て旅行をする余裕もな
く，ソウェトを出たのはこれまでの人生で1回だけ，隣のフリー・ステート州に行ったこ
とがあるだけだという．この学校では，生徒の親の半分以上が失業中のため学費も未納で，
学校の電話料金も支払えずに止められているという．
　滞在中は，街を歩いて道行く人々と話をしたり，中高生のサッカーの試合を見たり，ゲー
ムセンターに入ったり，スーパーで買い物をしたり，居酒屋でお酒を飲んだりと，現地の
日常に触れることができた．街を歩いていると，女性も若者も子ども達もにこやかに声を
掛けてくれ，子ども達にカメラを向けると，いろいろなポーズをとってくる．ある若者は，
ガイドのマリペに，「こうして観光客がソウェトを歩いてくれるのは本当に嬉しい」とズー
ルー語で伝えてきたそうだ．最終日は，マンデラ元大統領が住んでいた家，ソウェト蜂起
の記念館，高級レストランといったいわゆる観光名所を回った．こうした場所はヨハネス
ブルグからの観光コースにもなっており，観光客向けのB＆Bがあり，大型観光バスが何
台も停まる．非常に小ぎれいに整えられている．久しぶりに白人を見て新鮮に感じたが，
白人ツアー観光客が集団でタウンシップを訪れ，写真を撮って帰っていく光景には複雑な
思いを覚える．現地に現金を落とし，ソウェトを知ってもらういい機会だと捉えられてい
るようだが，それはソウェト住民のしたたかな強さとも言えよう．午後，反アパルトヘイ
ト闘争の拠点になったという教会を訪れた．そこには，アパルトヘイト時代に日本の平和
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小学校の子ども達 歓迎の踊り ポーズをとる女の子達
ゲームセンターで遊ぶ男の子達　アパルトヘイト時代の日本からの贈り物 教会に飾られていた絵
団体から贈られたこけしと，平和へのメッセージが書かれた色紙が飾られていた．厳しい
闘争の時代に，遠く日本からの善意がソウェトの一教会に届けられていたのには驚いたが，
嬉しいものである．また教会に飾られていた，黒人のマリアを描いた絵，南ア国旗を囲む
多人種国家の様を描いた絵は，大変美しいものだった．
　わずか4泊5日の滞在で，常にガイド兼ボディガード2人を両脇に同伴して回っていた
中で，ソウェトの本当の姿が見えたとは当然思っていない．しかし，治安の悪さや不衛生
な環境が知られるその街で，実際に生きる庶民の姿には多少触れられたと思う．それは，
アパルトヘイトの負の遺産を背負いながらも，非常に明るく，たくましく，前向きに，し
たたかに生きる姿である．評判や統計上の数字に過度に怯えることなく，一人でも多くの
外国人がこの地を訪れ，何かを感じとってくれることを願わずにはいられない．
2・2　日本の教育支援団体の活動視察（8／10～8115）
　今回の南ア訪問では上述のSOMOHOのほか多くのNGOにご協力いただいているが，
最もお世話になったのが，さいたま市に拠点を置く「アジア・アフリカと共に歩む会」
（以下，TAAA）である．日本中から英語の中古本や，廃車前の移動図書館車を譲り受け，
本や図書館が不足しているタウンシップにそれらを輸出するという活動を行っている．タ
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ウンシップでの本の不足（図書室を持つ学校は皆無）
が，未だ全国で1㎜万人と言われる非識字者の数に
繋がっており，TAAAの活動には南ア政府も国家予
算を充てて支援している．TAAAはこれまで，20台
以上の移動図書館車を南アに送っているが，筆者はそ
のうちの2台に乗車し，実際の活動を視察する機会に
恵まれた．ヨハネスブルグ近郊のタウンシップ，デベ
トンで運行するものと，ダーバン近郊のタウンシップ，
イナンダで運行するものである．
　デベトンの図書館車は1日3校の小学校を回り，本
の貸し出しを行っている．
デベトンの移動図書館車「まつの木号」
　　　　　　　　　　　　埼玉県松伏町で「まつの木号」として運行していたものを
1995年にTAAAが譲り受け，現地のNGOとのタイアップで実現した運行である．日本
では廃車寸前の図書館車だったが，南アでは2007年現在でも現役で現地の図書教育に貢
献している．また図書館車運行により運転手や図書館車司書の雇用をも生み出している．
筆者が乗車した日に回った3校では，校長先生ともお会いし，デベトンの図書教育の実状
を聞くことができた．現在，教壇に立っている教師達自身が図書教育を受ける機会がなかっ
たために，図書による言語教育や情操教育の重要性が分からず，本をどのように授業で扱
うべきか分からないでいるという．州教育省によって，教員のための図書教育のワークショッ
プも行われてはいるが，図書教育の重要性の認識には教員によって温度差があるとのこと
だった．また前述の通り，南アでは小学校2年生までは母語によって授業が行われるが，
小学校3年生以降は教授言語が英語に変わる．この時に子ども達の間で混乱はないのかと
尋ねると，家にテレビがあるかないかが大きく左右するという．メディアにアクセスがあ
れば，英語の放送を幼いうちから聞く機会があるので，教授言語の移行はスムーズに行わ
れるが，メディアへのアクセスがない子どもは苦労し，英語が分からないがゆえの原級留
置や中途退学も少なくないという．印象的だった別の実状として，タウンシップの情報教
育がある．政府の情報教育の普及政策により，各小学校には立派なコンピューター設備が
導入されていた．訪問したある小学校ではインターネットによる情報検索の授業が行われ
ており，非常に先進的なものだった．その一方で，同じタウンシップ内で15分程走った
別の学校では，コンピューター設備は立派なものだったが，この教室にはカーテンが引か
れ，厳重に施錠されているだけで，使われてはいないとのことだった．「箱」としてのコ
ンピューターはあるが，コンピューターの分かる教員がおらず，ネットワークの接続方法
もインターネットの使用方法も誰も分からないので，盗難にだけ会わないように「開かず
の部屋」として管理しているという．設備はあってもそれを使うソフトパワーが追いつい
ていない「宝の持ち腐れ」である．
　ダーバン近郊のイナンダで運行する図書館車は，クワズールー・ナタール州教育省との
タイアップで，1日に1校を訪問する．筆者がこの日に訪れた学校では，児童数に対して
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小学校の外観 配給を待つ子ども達 給食のカレーライスを手にする子ども達
教員数が足りず，高校の卒業資格のないもの，小学校5年生の課程までしか終えていない
ものも教壇に立っているという．しかしだからと言って，教員としての質が低いわけでは
ない．学歴や資格や物資がなくても，出会った教師達は非常に熱心に授業準備を行ってい
る．新生南アは国家予算の20％を教育予算に充てており，南ア再生を教育に懸けている
教育国家と言えるが，末端の教員一人一人もそれに応えるだけの十分な授業準備をしてい
ると感じた．ちょうど訪問時に給食の時間になり，子ども達は配給に並ぶ．南アでは民主
化以降，州政府が各小学校に給食予算を配分している．定期収入のない家庭が多いタウン
シップでは，十分な食事をとれない子どもが多く，小学校で給食を提供することで子ども
達の栄養供給を図っている．朝食をとらずに登校する子どもも多いため，ll時頃の早め
の給食時間で，この給食が一日で唯一の食事になる子どもも多い．また教育の価値が分か
らずに，子どもを働かせようとする親にとっても，「給食があるなら」と食事目当てに子
どもを学校に通わせる効果もあるという．
　子ども達の中には制服を着ている子と着ていない子がいる．法律上は制服の着用が義務
付けられており，制服を着用することでその子の所属が遠くからでも明らかになるので，
身分証明や安全性の上でも意義が大きいという．しかし制服を購入できない子どももおり，
着用を強制することはできないとのこと．制服に限らず，タウンシップの公立学校では月
額100円から1500円の学費を徴収しているが，支払えないために滞納する家庭も少なく
ない．そのために十分な
教育環境を整えられない
でいるのだが，だからと
いって家庭に支払いを強
制することはできないと
いう．
　移動図書館車の訪問校
ではないが，ダーバン市
内のいわゆる富裕層の公
立高校を1校訪れた，ア アパルトヘイト時代は白人の学校 白人と黒人がともに学ぶ教室
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パルトヘイト時代は白人のための学校だったが，アパルトヘイト撤廃に伴い，在学してい
た白人生徒の父母から学費値上げの要請を受け，文字通り財力と学力を兼ね備えた黒人に
は門戸の開かれた学校となった．その結果，現在はこの学校の2割が黒人生徒だという．
アパルトヘイト撤廃に伴い，黒人が白人の公立学校に流入することで公教育の質の低下を
恐れた白人層が，私学に流れるといった現象があったが（日本でも，週休2日制の「ゆと
り教育」導入によって，学力低下を懸念する子どもが私学に流れる傾向が昨今は見られる
が），学費を上げることで教育レベルを維持しようとした例と言えよう．非常に広く，美し
く，設備も整っている．接した高校生の人なつっこさはタウンシップの高校生と変わらない
が，黒人は黒人同士で固まって休み時間を過ごす光景は，多人種共生の難しさを示す末端
の絵とも言えようか．
2・3　ケープタウン近郊の学校訪問（8116～8118）
　ケープタウン近郊の学校でも，ソウェトでの学校訪問と同様に1時間程度の日本紹介の
授業をさせていただいた．高校2校4クラス，小・中学校2校2クラスの計6クラスであ
る．学校には日本の煎餅，英語で書かれた日本の昔話集，文房具の足しにとノートや色鉛
筆をお土産に持参した．次のような授業計画で，小学校低学年から高校まで，年齢が上が
るにつれて多少高度な内容も加えていった．
授業項目 授業方法，児童・生徒の反応
1 日本語の説明 筆者の名前を漢字，平仮名，カタカナの3つの表記で紹介し，日常的に3種類の
ｶ字を使用していることを説明．日本の新聞を回覧し，縦書きであることにも注
ﾚさせた．アルファベット以外の文字を，縦で使うことに子ども達は大きな興味
?ｦした．
2 B本の地理，季候，四
G等
日本が中心に描かれた世界地図と，日本地図を使い，南アと日本の位置関係や日
{の地形を説明．島国であることや，山の多い国であることを説明．上級学年で
ﾍ平野部の人口密度についても説明した．
3 日本の子どもや学校等 日本の小学生，中・高校生の一日や，日本の若者の間で人気のことを紹介した．
坙{アニメ「ボケモン」，サッカー選手の「ナカタ」を知っていたのには驚かさ
黷ｽ．上級学年では教育制度を説明し，受験や塾通いについても触れた．
4 その他 日本の旅館，着物，神前結婚式，和式トイレ等の写真も回覧した．
5 質疑，要望 「自分の名前を日本語で書いてほしい」（小学校で多数〉
u空手の型を教えてほしい」（小学校）
uジャッキー・チェンにあったことはあるか？」（小学校，中学校）
u日本人はなぜ皆，同じ顔をしているのか？」（中学校）
u日本の農業や漁業について教えてほしい」（高校）
u日本の土壌はどのような穀物に適しているのか？」（高校）
u（南アに存在する教育格差に触れ，）日本における学歴と社会進出の関連性につ
｢てもっと深く聞きたい」（高校）
u日本にも南アのような汚職や癒着はあるのか？」（高校）
uなぜ日本は科学技術のレベルが高いのか？」（高校）
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　ある高校では，筆者の訪間に合わせて日本に関する事前学習も行われていたようで，日
本の治安の良さ，教育レベル，日本人の勤勉さや労働に対して高い評価を持っていた．ま
た日本の電気製品や自動車のメーカー名を目にすることも多く，科学技術立国としてのイ
メージも強いようだった．一方，小学生は中国，韓国，日本の区別がつかないようで，ど
この学校でも「空手」や「ジャッキー・チェン」に関する質問が多かった．訪問したある
小学校には，空手の全国大会に出場経験のある女子児童がおり，武道における礼の意味や
その精神について，筆者に代わってクラスに説明してくれるという場面もあり，何とも恥
ずかしい思いもあった．
娠t“　“
2・4　学校訪問を終えて
　タウンシップの教師も十分な教育を受けておらず，独学で試行錯誤をしながら授業準備
を行っているということは前述したが，子ども達だけでなく先生方の関心も驚くほど大き
かった．校長先生を始め関わったほとんどの先生方から熱烈な歓迎を受け，携帯電話のカ
メラで筆者の授業の様子を写真で撮り，児童，生徒に負けじと多くの質問をぶつけてきた．
ある小学校教師は，日本は北半球に位置するので，南半球に位置する南アとは季節が逆で
あると説明すると，「ということは，冬にクリスマスがあるの！？」と大変驚いていた．
別の小学校教師は，筆者が南ア政府によって派遣されて来たと勘違いしていたのだが，日
本の勤務校をスポンサーに，NGOの協力を得て個人でやって来たのだと伝えると，確か
に政府がここまでやってくれるはずがない，と落胆していたのも印象的だった．高校生か
らは，ぜひ日本に行きたい，交換留学制度を設けてほしい，と訴えられた．また校長先生
には名刺を渡していたのだが，帰国後には次のようなメールも来る．「州政府から配分さ
れる予算，家庭からの学費だけではとても学校を運営できない．支援をしてほしい」．
　筆者のこの度の研修は，学校の貧困状態を興味本位で覗き見して，ただ素通りしただけ
だという批判もあるだろう．確かに否定はできない．校長先生から物資支援を依頼される
ことはほとんどなかったが，稀にあった時には，「約束はできないが，自分でできること
は今後もするし，南アの実状は日本で伝えていく」と返すばかりだった．ほとんどの学校
では，「できることをやってくれればそれでいい．無理はしないでほしい」という反応だっ
たのは救いである．SOMOHOのマンドラ代表からも，学校訪問にあたっては日本人の来
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校によって過剰に期待させないでほしいという忠告を受けた．タウンシップの学校では，
外国人の訪問は皆無か稀である．都市部に住む南ア白人ですらタウンシップを訪れること
はないのだから，日本人がやって来るというだけで大騒ぎなのである．
　学習院高等科では，昨年度の学校祭で上げた収益を，ダーバン近郊の一小学校に寄付し
た．これによってこの小学校には待望の図書室が開設された．それまで本を読んだことの
ない児童もいたというが，高等科の学校行事が，こうして遠く南アの図書教育に貢献して
いるというのは大変嬉しいことである．
第3部　現在の南ア，今後の南ア
　1980年代，内外の批判を背に強硬にアパルトヘイトを推進したボタ元大統領が，2006
年10月に90歳で亡くなった．アパルトヘイトの行き詰まりで辞任に追い込まれた後は，
南ア南部で警官4人に警備されながら妻と2人でひっそり暮らしていた．黒人政権の誕生
後も自らの政権運営の誤りを一切認めず，真実和解委員会の召喚にも応じず，アパルトヘ
イトの正当性を強く信じたまま死を迎えたということだ．ボタ氏の晩年のインタビューで
は次のように語っている．「アパルトヘイトの理念は，白人と黒人を分離し，個別に独自
の発展をさせることだった」，「アフリカーナーは鉄道や高速道路の建設など，南ア経済の
発展に大きく貢献した」，「黒人は自らを開発しなかったのだ」，
　ボタ氏のこうした「分離発展」の思想は，当時のアフリカーナー一の間では決して珍しい
ものではなかったようだ．19世紀には，「いかに黒人が下等か」を証明するために学者が
競って研究論文を発表していたというが，アパルトヘイト時代の南ア憲法は世界で唯一人
権条項のない憲法で，また年間100人以上という世界一の死刑執行率も誇っており，その
ほとんどが反体制派の黒人だった．それでも一般的なアフリカーナーは，毎週日曜日，ア
パルトヘイトに何ら疑問を持たず白人だけの教会に行き，平和のために祈り，賛美歌を歌っ
ていた．1975年，南ア観光公社が日本で発刊した観光用パンフレットの写真では，白人
を主人公に，民族衣装を着た裸足の黒人が，カバやシマウマ等の動物とともに風景として
写っているだけだという．それが双方の文化保護，文化発展に繋がると真剣に考えていた
アフリカーナーは少なくなかったようである．
　新生南アはその歴史の反動として，いかなる差別をも禁じる憲法や制度で，世界一民主
的な国家を築こうとしている．1987年のノン・フィクション映画，「遠い夜明け」（Cry
Freedom）のモデルになったドナルド・ウッズは，1990年代前半に南アが変わっていく姿
を見て，当時の状況を次のように振り返っている．“tllt　was　already　clear　that　this　wasn’t
8・ing　t・be／ust・dem・cracy．　This　was　9・加8∫・be　a　very　special　dem・cracy，　heading　for　p・∬’わ1y
the〃iost　enlightened，　most　fair，〃iost　democratic　constitution　in　the　whole　world．”．しかし皮肉
にも，その振り子は逆のスイングを引き起こし，少数派である白人に対して「逆差別」を
生み出したという見方もあるようだ．
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　治安や収入を理由とする白人頭脳の流出については先にも触れたが，南アに暮らす白人
の視点で現代の南アを見てみたい．アパルトヘイト体制と徹底抗戦していたANCが政権
に就き，総人口の80％を占める黒人のエンパワメントや生活環境の改善に，国家を挙げ
て取り組んでいる．具体的には黒人の雇用優遇策や，高い課税水準を設けて改革費用の捻
出を行っているわけだが，このような状況に少数派の白人が社会的疎外感を持つのも頷け
る．
　白人は白人であるがゆえにアフリカ人ではないと考える黒人もおり，南ア白人は，黒人
に南ア人として受け入れてもらおうと必死になっているという．極端な例では，南ア人と
して受け入れられたいがために，自分の体を黒く塗る白人の子どももいるという．ある白
人大学生のグループは，政府はアフリカ人としてのアイデンティティーを黒い肌と結び付
けているとして，ムベキ大統領に抗議の手紙も送っている．
　別の例として，北ケープ州のオラニアという小さな村を紹介したい．約600人が住むこ
の村の住民は，全員アフリカーナーである．アパルトヘイト撤廃に伴い，アフリカーナー
の数世帯がこの土地を政府から購入し，アフリカーナーだけのコミュニティーを築き上げ
た．村の名前には，「オランダ」の語源にもなっている，建国の父オラニエ公の名をつけ，
アフリカーナー以外の移住は一切認めていない．農家が大半で，ほぼ自給自足の生活を送
り，道路標識や看板はアフリカーンス語で書かれ，独自の通貨を流通させている．完全な
る平等を謳った南ア憲法には違反しているが，隔離された生活を送っているがゆえに実害
もなく，政府は黙認を続けているようだ．一見すると差別主義者，アフリカーナー民族主
義者の集まった村だが，住民側の移住の理由は，アフリカーナーの言語や文化を守るため
だとしている．また，政府の黒人優遇策によって白人の就職口は減り，黒人を批判すれば
差別主義ととられ，黒人による過去の報復にも不安があるという．人種間の摩擦を避ける
ために，自らを隔離し，自らだけの生活を選択しているのである．
　オラニアを支持するわけではないが，住民の考えを全く理解できないわけではない．白
人による一黒人に対するちょっとした注意，非難批判等が，すべて人種差別としてくく
られて逆に答められるケースは都市部においてもあるという．徹底した黒人弾圧の歴史を
振り返れば，過剰に反応してしまう黒人も当然いるだろうが，逆にその歴史を逆手に，多
数派としての力をいいように利用する黒人もいる，ということは留意しておく必要がある
だろう．当然ながら新生南アの取り組みは，かつての抑圧者と被抑圧者の図式を逆転させ
ることが目的ではない．
　こうした見方は確かにあろうが，南アは文化的にも融合，発展に向けて着実に前進して
いると言えよう．ソウェト蜂起の直接の原因となり，黒人の間では“language　of　the
oppressor”として白人権力のシンボルだったアフリカーンス語が，現在はソウェトの若者
の間で使われているという．アパルトヘイト時代は最も強力だった言語が，現在は11公
用語の1つに過ぎず，アフリカーナーがその存続に危機感を募らせる一方で，黒人の若者
文化の影響を受けながら独自の変遷をタウンシップで続けている．アフリカーンス語その
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ものが複数言語の融合体だが，タウンシップで使われることでまた新たな変遷が始まり，
抑圧者の言語としてのイメージが払拭されようとしているのだ．
　またソウェトは，ヨハネスブルグからの観光ルートとしての顔もある．マンデラ元大統
領の家は現在は博物館になっており，また同じ通りには，ツツ司教のかつての家もあり，
世界で唯一2人のノーベル賞受賞者が住んでいた通りとして人気を集めている．少し歩く
とモダンなソウェト蜂起記念館が建ち，その周りには民芸品を売る多くの露天商が並ぶ．
ソウェトには年間20万人の観光客が訪れているが，ほとんどが日帰り客だったことを受
け，4つ星級の高級観光ホテルがオープンする計画もある．ソウェトが舞台の，アパルト
ヘイト後の南アを描いた映画「ツォッィ」は，2006年にアカデミー賞を受賞し，2007年
4月には日本でも公開されている．こうしたことを通して，南アのタウンシップを知ろう
とする人が今後も増えていくことを期待したい．
　最後に，南アと世界，南アと日本の関連性について触れたい．
　南アは現代世界の縮図と言えよう．世界では東西冷戦の終焉とともに民族のアイデンティ
ティーが勃興し，また運輸や情報技術の発達によって，国家間の人，モノ，金の移動が容
易になった．異文化間の接触が増えるのと同時に摩擦も起こりやすくなり，各地ではテロ
が頻発している．また世界市場の開放や規制緩和によって経済競争は激化し，富めるもの
と貧しいものの格差が拡大している時代でもある．HIVの蔓延も深刻な問題となってい
る．世界中で見られるこうした現象が，日本の3倍程度の国土に，総人口わずか4700万
の一国に見られる．世界が現在直面している諸問題は，南ア国内に凝縮されて存在し，南
ア政府はその具体的な解決策を迫られているのである．
　また南アと日本だが，地理的にも遠く，直接の縁や類似性がないように思われているか
も知れない．南ア政府は1980年代後半，国際社会からの経済制裁，国内における反政府
勢力の抵抗と，双方からの圧力に苦しみ，非常事態宣言を発令している．こうした状況下
でも日本企業は南アと貿易関係を維持し，高価な貴金属を輸入し続け，1987年，日・本は
南アにとって最大の貿易相手国となっている．アパルトヘイトの運営資金を最後まで日本
が提供していたとして，当時の日本人が，「名誉白人」として白人と同等の処遇を受けて
いたことは南アでは有名な話である．
　前述の元南ア大使，榎氏は，過去の日本と現在の南アの類似性を挙げている．アジア近
隣諸国に対して第二次大戦中の「負の遺産」を背負いながら平和国家を目指してきた日本
と，アパルトヘイトの「負の遺産」から世界一の民主国家を目指す南ア．屈指の先進工業
国家としてアジア経済の牽引役を務めてきた日本と，サハラ以南アフリカの経済大国とし
て牽引役を期待される南ア．西欧と日本古来の文化の調和を図りながら独自の文化を築き
上げてきた日本と，西欧文化とアフリカ伝統文化の調和を目指す南ア．重なるところは大
きい．
　今後の日本の対アフリカ政策に期待したいところだが，近年，日本のイニシアチブは発
揮されているように感じられる．2000年の九州沖縄サミットの際には議長国として，G8
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首脳とアフリカの3人の大統領（南ア，ナイジェリア，アルジェリア）との会談を実現さ
せている．サミットの長い歴史の中で，こうした南北対話は初めての試みだったとのこと
で，その後のサミットでも毎年ムベキ大統領は，アフリカ代表，途上国代表としてG8首
脳との対話に臨んでいる．日本はODAの対アフリカ支援額の倍増を表明しており，2008
年のサミット議長国としてもアフリカ開発の議論を主導していくことだろう．また日本は，
1993年から5年おきに東京アフリカ開発会議（以下，TICAD）を開催しており，2008年
には第4回目（TICADIV）を開催する予定だ．2003年のTICADIIIには，89力国47機関
から，アフリカの首脳24名，国際機関の長22名を含む1000人の閣僚級が参加し，
TICADは日本主催の国際会議としては最大規模，アフリカ開発に関する最大の国際フォー
ラムとして定着している．TICADIVも包括的なアフリカ開発を考える場として大きな期
待が寄せられる．
　日本と南アの2国間でも，政治，経済，アフリカ開発，国際問題等を協議する「日・南
ア・パートナーシップ・フォーラム」が1999年から2006年7月までに日本と南アとで既
に8回開催されており，閣僚級の2国間対話も継続的に実現している．
　南アが抱えている問題は単独で存在しているのではなく，互いに複雑に絡み合いながら
連鎖を起こして表出している．筆者がここまで記したことは，たかだか17日間の滞在を
通しての知見や感想，現地住民や関係者の声，数年前から文献等で集めてきた情報の域を
超えない．実態としてはもっと広く，深く，問題の遠因はあるのだろう．冒頭で述べた通
り，今後南アは2010年のW杯に向けて世界中の注目を集めることになるだろう．南アは
どこまで変わることができるか．またW杯後も，世界が南アをどこまで見守り続け，忘
れないようにしていられるか．2010年は，南アにとっても世界にとっても大きな転機と
なることは間違いない．この機会を活かすも活かさないも，現地の人々，政府，民間団体，
そして筆者も含めた南アに関わる全ての関係者の今後の取り組み次第と言えよう．本稿を
読んで，多少なりとも南アに関心を持つ日本人が増えれば幸いである．
　このたびの研修では，大変多くの方々のお世話になった．限られた紙面では全ての名前
を挙げ切れないほどだが，ご協力いただいた全ての方々に心から感謝申し上げたい．
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研修内容 宿泊
8／4金 11：30成田発→17；40Singapore着（SQ997便） 機内
02315Singapore発→（SQ478便）
15　土 07300Johannesbur9蒲 ホームステイ
レ　Dave　Bentley氏（Methodist　Education　Initiative（MED代表）が出迎え．（Soweto）
Johannesburg郊外のBenoniへ．
レ　旧黒人居住区Daveytonの日本のNGOプロジェクトを視察，
レ　Victor　Matom氏（写真家）と昼食．　Johannesburg郊外の旧黒人居住区
Sowetoへ．
レ　Victor　Matom氏の写真教室等の活動に同行．
レ　Sowetoを視察．
レ　Mandla　Mentoor氏（Soweto　Mountain　of　Hope（SOMOHO）代表）と面会．
16　日 レ　Sowetoを視察． ホームステイ
レ　Senaoane　SeniQr　H藍gh　School校長宅を訪問． （Soweto）
17　月 レ　Senaoane　Senior　High　Schoo1訪問． ホームステイ
3クラス（11年生の英語，Zulu語，　Thonga語）に授業参加． （Soweto）
レ　Pロmelela　School（養護学校）訪問．
18　火 レ　Moriting　Combined　Pdmary　Schoo1訪問． ホームステイ
全クラスを訪問．6年生と7年生のクラスに日本紹介授業． （Soweto）
レ　Diodi　Pdmary　Schoo1訪問．6年生のクラスに日本紹介授業．
レ　Mapetla地区の保育所訪問．
レ　SOMOHOのワークショップに参加．
19水 レ　アパルトヘイト関連施設を訪問． Garden　Court　Sandton
レ　Johannesburg郊外のSandtonへ． City（Sandton）
レ　白戸圭一氏（毎日新聞南ア支局長），蓮沼忠氏（元ソニー南ア社長）と
夕食．
110木 レ　旧黒人居住区Daveytonの日本のNGOプロジェクトを視察．Garden　Court　South
レ　Ntsikana　Primary　Schoo且訪問． Beach（Durban）
レ　Soz孟zwe　Phmary　Schoo1訪問．
レ　Enkangala　Phmary　School訪問．
レ　蓮沼氏，津山直子氏（日本国際ボランテイアセンター（JVC）南ア事務
所代表）と昼食．
14：55Johannesburg発→16：05　Durban着（SA563便）
レ　平林薫氏（アジア・アフリカと共に歩む会（TAAA）南ア事務所代表）
が出迎え．Durban市内へ．
レ　平林氏，武藤豊氏（トヨタ南ア），TAAA現地スタッフらと夕食．
111金 レ　Ndwedwe地区を視察． Garden　Court　South
レ　Mthakakusa　Pdmary　School訪問． Beach（Durban）
8112土レ　Umf610zi－Hluhluwe動物保護区を視察． Garden　Court　South
Beach（Durban）
ノ13日 レ　IzingolweniのZulu族の婚約儀式に出席． Garden　Couτt　South
Beach（Durban）
114月 レ　旧黒人居住区Inandaを視察． Garden　Court　South
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レ　Ekukhanyenip　Primary　SchoQ1訪問． Beach（Durban）
レ　旧黒人居住区KwaMashuを視察．
ノ15火 レ　Marvin　Og且e氏（Environment＆Language　Education　Trust（ELET）代表〉Chartfield　Guesthouse
と面会． （Kalk　Bay）
レ　Glenwood　Boys’Senior　High　Schoo1訪問．
レ　Durban市内を視察
16345Dorban発→18：55　Cape　Town着（SA621便）
レ　木村香子氏（南部アフリカの教育を支える会南ア事務所代表）が出迎え．
Cape　Town郊外のKalk　Bayへ．
116水 レ　StJames　Pdmary　School訪問．7年生のクラスに日本紹介授業．Chartfield　Guesthouse
レ　Imhofr　Waldo㎡School訪問． （Ka且k　Bay）
5年生と7年生の合同クラスに日本紹介授業．
！17木 レ　Simon’s　Town　High　School訪問． Chartfield　Guesthouse
9年生と10年生のクラスに日本紹介授業． （Kalk　Bay）
レ　Cape　Town郊外のSimon’s　Town視察。
ノ18金 レ　旧黒人居住区Khayelitshaを視察． Chartfield　Guesthouse
レ　Thembelihle　High　School訪問． （Kalk　Bay）
10年生と11年生のクラスに日本紹介授業．
レ　Lyne　Metca1色氏，　Rose　Damon氏（西ケープ州教育省図書情報部）と面
会．
レ　KhayelitshaのB本のNGOプロジェクトを視察．
レ　Khayelitshaの保育所2箇所を訪問．日本のNGOプロジェクトを視察．
119土 レ　Cape　Town市内を視察． Chartfield　Guesthouse
（Kalk　Bay）
！20日 レ　Cape半島を視察． Chartfield　Guesthouse
（Kalk　Bay）
121月 11：35Cape　Town発→（SQ479便） 機内
122火 07305Singapore着09：45　Singapore発→17；35成田着（SQ①12便）
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